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Y12語 ;逆に5名すべてが用いていた語はアル ･行ク｡来ル ･住ム ｡スル








(b)命題内容に関するカテゴリー :極 ｡ヴォイス (§3.2)
(C)命題の捉え方に関するカテゴリー :





ヴ ォ イ ス ア ス ク ト そ の 他 インフォ-マント(L.Y二男) 合計
受身葺可能 タイ テイル テシ7ウテイク テクル-マス ナイ/ンタ ノダ デス 夕 ウ 文末詞 L A T ＼ー Y
罪過衣 ますせ んないl の ですせ ラち よ i721 ll413 8日63 1 1 2529i138
過塞 ましせ ん た の ですせLし た ラ よ 61 791 21106 2 36ll91
ヴォイス られ られる ましすせ んない た の です よ 1 a1 12 18
たい の です よ 21 21











ヴー ォ イ ス ア ス -へこ 〃 ト ′√ 仙 ィ､/フナ-マント(ー.Y=歩lr,)合引.
将㌻給 管.良′ 盲r音巨 !々 /∫ チ /∫ ′レ テノブ′レ ナノ√ 〟 /′ダ~ノダロTj I暮ATMⅤ
非過義 ないか のだデ､だろう よl26531342l5P1241783421098318
過塞 なかつた千のデ よ94I16l8a2192412591368
ヴォイス られるぬ｣包F､オー. 323 i63
た千 上 11 12
られるF ない≠ヽ よ I412231529103L,★1.. +- ∫ 1 1
:たいく+-< ないか のだ ∫ I21 112
アスノヾ､ク卜 ている_し､ ないのぢよ l2a1134l1140527
-Tしてい一 i_p力ゝつた+- よ261215a3012しまっー辛つ た十のデ よ 631 63ー_MH…土工は<tて一いつ iユ千のデ 1 1
てくるこエiaでき 宅 よ 1 211 i1千一 i 2
倭A｡られF,汁 詐書芸… た+- ∫ 12 12六十㌢LT1加, 千の71､ 1 I 1




















L A T M Y 合 計 絵 計
T餐体 常 体 丁車体 常 体 丁寒体 常 体 T餐体 常 体 丁寮体 常 体 丁寮体 常 体
丁寮体/常体 41 119 64 38 75 83 2 lュo 3 106 185 456 641
文末詞 18 26 14 i 25 48 13 7 57 95 152
否定 ン 3 2 1 6 15 18 31 14 19 2 21ナイ 4 24 4 8 93 10
タ 9 4こl 20 13 42 37 40 2 22 73 156 229
テイルシマウ 6 2115 6 4 3 27 27 19 15 9815 1135
ティクチクル 2 14 1 4 1 1 3 29 a9
可青巨受け身 3 all 7 3 41 a6 4 71 141 2418 3819
願望(タイ)使役 31 3 1 1 3 a1 81
ノダ 6 25 20 1 4 2 1 1 13 26 42 68
表3 カテゴリー 別用例分布-質
L A T ＼l Y
T 常 丁 常 丁 蘇 丁 常 丁 常
冒 7 6 8 14 20 ･i 7
ネヨネワ 6 15 1 10 261 9




















































































































タ (229:テンス)>テイル (113:アスペクト)>ノダ (68:ムー ド)
>可能 (38:ヴォイス)>ウ (20:ムー ド)>受け身 (19:ヴォイス)
逆に何も後接しない単純ル形 (辞書形)は83例 (12.9%)であった｡








































































































































(i)文体面での単純化 :丁寧体の使用少 (M ･Y)







(Y)複雑な構文の回避 :受け身 ･使役 (Tなど)
76
今回分析の対象 としたデータは､渋谷がパラオで集めたものだけに限っ
てみても､全体の10分の 1程度である｡ しかもパラオには 日系二世や他島
出身者など多様な背景をもつ 日本語話者がいるのだが､そのデータは全 く
用いていない｡調査三年 目には､テンス ｡アスペク トなど話の内容に左右
されやすいカテゴリーのことに配慮 して､話題の多様化をはかってデータ
を集めることも試みている｡





*1 本稿は､平成8年度文部省科学研究費補助金 ･国際学術研究 ｢旧統治領南洋
群島に残存する日本語 ｡日本文化の調査研究｣ (研究代表者土岐哲､課題番号
06041070)の研究成果の一部である｡
*2 Hayashi(1995)は､ボナペについても同様に､マセン･マセンデシタよりも
ナイデス ･ナカッタデスのほうが優勢であることを報告しているOただしそ
の理由としては､まだ幼かった当時の生徒たちに対して､教師や母語話者が
フォーマルな前者よりもインフォーマルな後者を選択したためというインプ
ットの条件に求めている｡
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